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●
事
例
紹
介
●

大

学

院

に
お

け

る
休

学

・
退

学

・
留

年

学

生

に

関

す

る
調
査

に

つ
い
て

～
平
成

一
四
年
度
集
計
結
果
か
ら
～

安

宅

勝

弘

(東
京
工
業
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
講
師
)

一

は
じ
め
に

本
調
査
は
、
全
国
の
国
立
大
学
大
学
院
に
お
け
る
休
学
、
退
学

(除
籍

・
死
亡
を
含
む
)
、
留
年
学
生
の
状
況
を
把
握
し
、
学
生
の
動

態
調
査

の
基
本
資
料
と
す
る
と
と
も
に
、
学
生
サ
ー
ビ
ス
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
支
援
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

一
五
年
度
よ
り
国

立
大
学
等
保
健
管
理
施
設
協
議
会
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
委
員
会
の
も
と

開
始
さ
れ
た
。

学
部
学
生
に
つ
い
て
の
同
様
な
動
態
調
査
は
茨
城
大
学
に

り
昭

和
五
四
年
以
来
、
継
続
実
施
さ
れ
て
お
り
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
あ
る
(
1)。

こ
れ
に
対
し
て
平
成

一
四
年
度
現
在
で
大
学
院
を
も

つ
国
立
大
学
が

全
国
で

一
〇
〇
近
く
を
数
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
院
を
対
象

と
し
た
こ
う
し
た
体
系
的
、
継
続
的
調
査
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
い

な
か

っ
た
。
各
大
学
に
お
い
て
大
学
院
の
充
実
化

が
図
ら
れ
、
大
学

院
学
生
数
は

一
貫
し
て
増
加
傾
向
を
辿
っ
て
お
り
、
学
部
学
生
同
様
、

頭
記
の
調
査
は
極
め
て
重
要
か

つ
急
務

の
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昨
年

(調
査
対
象
は
平
成

一
四
年
度
)
よ
り
本
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
そ
の
初
回
調
査
の
集
計
結
果
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

二
大
学
院
を
め
ぐ
る
諸
状
況

文
部
科
学
省
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
大
学
院
の
場
合
、
国
立

大
学
は
平
成
九
年
に
す
べ
て
の
大
学
に
大
学
院

が
設
置
さ
れ
た
。
私

立
大
学
も
大
学
院
を
置
く
大
学
数
は
年
々
増
加

し
て
い
る

(平
成

一

四
年
度
デ
ー
タ
で
私
立
大
学
全
五

一
二
校
中
三

四
八
校
)。

一
方
、

大
学
院
学
生
数
を
み
る
と
、
国
公
立

・
私
立
す

べ
て
合
わ
せ
る
と
平

成

一
四
年
度
で
約
二
二
万
四
、
○
○
○
人
と
な
り
、
学
部
学
生
約
二

五
〇
万
人
に
比
べ
れ
ば

一
〇
%
以
下
で
あ
る

(数
値
は
文
部
科
学
省

統
計
デ
ー
タ
よ
り
)。
学
生
数
の
年
次
変
化

(図
1
)
で
み
る
と
、

学
生
総
数
の
増
加
に

一
致
し
て
、
女
子
学
生
の
比
率
が
上
が

っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
学
校
数
の
上
で
は
全
大
学
院
数
の
二

〇
%
に
満
た
な
い
国
立
大
学
大
学
院
が
、
学
生
数
の
上
で
は
七
〇
%

近
く
を
占
め
て
い
る
。

さ
ら

に
国
立
大
学
大
学
院
の
学
生
数
を
専
攻
分
野
別
の
割
合
で
み

る
と
、
図
2
の
よ
う
に
な
る
。
保
健
の
う
ち
、
医
学

・
歯
学
研
究
科

は
四
年
制
大
学
院
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
博
士
課
程

(博
士
課
程
後
期
)

に
含
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
教
育
は
修
士
課
程
の
み
を
置
く
教

育
系
大
学
院
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
科
に
お
い

て
は
、
相
対
的
に
修
士
と
博
士
で
占
め
る
割
合
が
変
わ

っ
て
き
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図1大 学院学生数の年次変化

図2国 立大学大学院における専攻分野別
学生比率(平 成14年度)

三

対
象
と
方
法

大
学
院
を
置
く
全
国
立
大
学

(調
査
開
始
時
点

で
九
八
大
学
)
に

対
し
、
本
調
査
の
主
旨
を
説
明
し
た
調
査
協
力

の
依
頼
状
を
文
書
に

て
発
送
、
調
査
協
力

の
可
否
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。

そ
の
結
果
、
調
査
協
力
が
得
ら
れ
た
八
七
大
学

(全
国
立
大
学
の
八

九
%
)
を
対
象
と
し
た
。

本
調
査
は
次
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

・
学
生
数
統
計
調
査

・
休
退
学
実
態
調
査

・
死
亡
実
態
調
査

こ
れ
ら
の
基
本
的
な
内
容
は
、
す
で
に
長
年
デ
ー
タ
の
蓄
積
の
あ

る
学
部
学
生
に
対
す
る
調
査
項
目

(
1〉を
参
考
に
、
大
学
院
特
有
の

事
情
を
考
慮
し
て
作
成
し
た
。

四

結
果

(平
成

一
四
年
度
デ
ー
タ
集
計
結
果
)

【学
生
数
統
計
調
査
】

今
回
の
学
生
数
統
計
調
査
の
規
模
と
基
本
数
は
表
1
の
通
り
で
あ

る
。
な
お
、
大
学
院
に
お
い
て
は

"留
年
学
生
"
と
い
う
語
よ
り
も

"過
年
度
学
生
"
の
表
現
の
ほ
う
が
適
当
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は



3637

特集 ・メンタルヘルスと学生支援特集 ・メンタルヘルスと学生支援

学
部
学
生
調
査
に
な
ら

っ

て
留
年
、
留
年
率
と
い
う

表
現
で
統

一
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
休
学
、

退
学
、
留
年
率

い
ず
れ

も
女
子

の
ほ
う

が
男
子

を
上
回

っ
て
お
り
、
特

に
休
学
に
お

い
て
そ
の

傾
向
が
大
き
く
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
を
課
程
別
に
み
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
修
士

課
程
と
博
士
課
程
と
で
は
、
死
亡
を
除
い
て
各
比
率
が
大
き
く
異
な

っ
て
お
り
、
傾
向
と
し
て
修
士
課
程
、
四
年
制
博
士
課
程
、
博
士
課
程

の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
の
率
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
(図
3
)。

本
調
査
で
は
、
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
者
数
も
調
べ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
修
士
課
程
で
は
○

・
三
四
%
、
博
士
課
程
で
は

一
・

三
二
%
、
四
年
制
博
士
課
程
で
は
○

・
五
〇
%
の
日
本
人
学
生
が
海

外

へ
留
学
し
て
い
る
。

留
年

・
休
学

・
退
学
率
を
学
生
区
分
別
に
比
較
し
た
も
の
が
図
4

で
あ
る
。

夜
間
学
生
の
留
年
率

・
休
学
率
の
高
さ
が
目
立

つ
が
、
夜
間
大
学

院
生
は
そ
の
学
生
総
数
が
全
大
学
院
学
生
数
の
約
○

・
七
%
に
過
ぎ

な
い
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
専
攻
分
野

(研
究
科
)

別
に
み
た
場
合
、
図
5
の
よ
う
に
な

っ
た
。
グ
ラ
フ
右
端
の
全
体
デ

ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
退
学
率
は
研
究
科
に
よ

っ
て
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
ば
ら
つ
き
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
留
年
率
、
休
学
率
は
研
究
科

に
よ

っ
て
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
総
じ
て
文
化
系

で
高
く
、
理
科
系
で
低
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
同

一
年
度
中
に
休
学
か
ら
退
学

へ
と
至
っ
た
学
生
数
に
つ

い
て
み
る
と
、
修
士
課
程
の
休
学
者

(三
五
八
二
名
)
の
う
ち

一
七
%
、

博
士
課
程
の
休
学
者

(二
七
八
六
名
)
の
う
ち

一
四
%
、
四
年
制
博
士

課
程
の
休
学
者

(八
五
六
名
)
の
う
ち
七
%
が
退
学
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
留
年
学
生
に
お
け
る
休
学
率
、
退
学
率
を
見
る
と
、
全
学

生
の
休
学
率
五

・
八
%

(男
子
四

・
八
%
、
女
子
八

・
七
%
)
に
対

し
、
留
年
学
生
で
は
休
学
率
三
〇

・
四
%

(男
子
二
六

・
○
%
、
女

子
四
〇

・
二
%
)、
全
学
生
の
退
学
率
四

・
八
%

(男
子
四

・
八
%
、

女
子
四

・
九
%
)
に
対
し
、
留
年
学
生
で
は
退
学
率

一
四

・
九
%

(男
子

一
五

・
二
%
、
女
子

一
四

・
二
%
)
と

い
ず
れ
も
全
体
に
比

べ
て
著
し
く
高
値
を
示
し
て
い
る
。

退
学
者
に
つ
い
て
は
そ
の
事
由
を
短
縮
修
了
、
普
通
退
学
、
満
期

退
学
、
単
位
未
修
得
、
授
業
料
未
納
、
死
亡
、
強
制
退
学
に
分
類
し

て
集
計

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
を
課
程
別
に
示
し
た
の
が

表
3
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
修
士
-
博
士
-
四
年
制
博
士
に
な

る
に
従
い
、
満
期
退
学

の
比
率
が
大
き
く
な
る

こ
と
が
分
か
る
。
特
に
四
年

制
博
士
課
程
に
お

い
て
は
、
満
期
退
学
が
普
通
退
学
を
わ
ず
か
な

が
ら
上
回
り
、
退
学
事
由

の
第

一
位
と
な

っ
て

い
る
。

表1平 成14年 度学生数統計

調査の規模と基本数

資料提供大学数:87大学

死亡率は学生10万比

表2課 程別にみた留年 ・休学 ・退学 ・死

亡率

死亡率は学生10万比

図3課 程別にみた留年 ・休学 ・退学率

図4学 生区分別にみた留年 ・休学 ・退学率

図5研 究科別にみた留年 ・休学 ・退学率

表3退 学事由の内訳(課 程別)

【休
退
学
実
態
調
査
】

休
退
学
実
態
調
査
の
規
模
と
基
本
数
は
表
4

の
通
り
で
あ
る
。

休
退
学
実
態
調
査
で
は
、
学
生
か
ら
の
書
類

上
の
届
け
出
理
由
と
は
別
に
、
休
学
あ
る
い
は

退
学
の
実
際
の
理
由
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行

い
、
そ
れ
に
基
づ
き
理
由
を
、
精
神
疾
患
、
精

神
的
障
害
の
疑

い
、
教
育
路
線
外
の
理
由
、
教

育
路
線
上
の
理
由
、
環
境
要

因
、
身
体
疾
患
、

不
明

・
未
調
査

の
計
七

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
は
下
位
項
目
と
し
て
休
退
学
理
由
の
具
体
的
な
記
述
例
が

コ

ー
ド
番
号
と
と
も
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
あ
て
は
ま
る
も
の
を

コ
ー

ド
番
号
で
回
答
す
る
形
式
に
な

っ
て
い
る
。

休
学
、
退
学
者
に
つ
い
て
そ
の
実
態
調
査
の
結
果
を
前
記
七

つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
集
計
し
、
内
訳
を
示
し
た
も

の
が
図
6
で
あ
る
。

修
士

・
博
士
と
も
、
休
学
で
は
、「環
境
要
因
」
、
退
学
で
は

「教

育
路
線
外
の
理
由
」
に
よ
る
も
の
が
も

っ
と
も
多
く
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
で

「大
学
教
育
路
線
外
の
理
由
」
「大
学
教
育
路
線
上
の
理
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由
」
「環
境
要
因
」
に
つ
い
て
、
そ
の
下
位
分
類
で
多
か

っ
た
も

の

を
内
訳
比
率
と
と
も
に
示
し
た
の
が
表
5
で
あ
る
。

「環
境
要
因
」
の
う
ち
上
位
を
占
め
る

「就
労
先
の
仕
事

の
都
合
」

は
社
会
人
学
生
に
お
け
る
休
退
学
理
由
で
あ
り
、
社
会
人
学
生
に
お

け
る
休
退
学
で
は
、
こ
の
理
由
に
よ
る
も
の
が
も

っ
と
も
多
く
な

っ

て
い
る
。

次
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
理
由
と
な

っ
て
い
る
休
退
学
事

例
数
の
全
体
に
対
す
る
割
合
を
表
6
の
上
段
に
示
す
。

下
段

の
表
は
、
休
退
学
事
例
を
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
理
由

の
も
の
と
そ
れ
以
外

(「不
明

・
未
調
査
」
を
含
む
)
の
二
群
に
分

け
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
群
に
お
け
る
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
関
与

し
た
事
例
数
と
そ
の
割
合
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題

が
理
由

の
休
退
学
事
例

(計

二
〇

一
例
)
の
う
ち
、
四
六

例

(二
二

・
九
%
)
に
は
保

健
管
理
セ
ン
タ
ー
が
何
ら
か

の
形
で
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
、
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
の
関
与
の
有
無

が
実
態
調
査
に
お
い
て
未
記

入
の
事

例
が
相
当
数
あ
り
、

そ
の
中
に
セ
ン
タ
ー
の
関
与

し
た
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、
実
際
に
は
こ
こ

に
示
し
た
数
値
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

【死
亡
実
態
調
査
】

死
亡
実
態
調
査
の
規
模
と
基
本
数
は
表
7
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ

で
い
う

「資
料
提
供
大
学
数
」
と
は
、
実
際
に
死
亡
学
生
が
あ
り
、

か
つ
実
態
調
査
の
回
答
を
寄
せ
て
頂

い
た
大
学
数
を
示
す
。

今
回
の
調
査
に
お
け
る
全
体
の
死
亡
率
三
七

・
○

(学
生

一
〇
万

比

"
統
計
調
査
結
果
に
て
前
掲
)
は
、
人
口
動
態
統
計
に
お
け
る
同

年
代
死
亡
率

(二
〇
～
二
四
才

"
四
四

・
三
、
二
五
～
二
九
才

日
四

七

・
八
)
と
比
較
し
て
低
値
で
あ

っ
た
。

三
八
例
の
死
亡
原
因
の
内
訳
と
死
亡
率

(学
生

一
〇
万
比
)
を
表

8
に
示
す
。
こ
こ
に
示
す
死
亡
率
は
学
生
数
統
計
調
査
に
お
け
る
全

在
籍
学
生
数
か
ら
死
亡
実
態
調
査
に
参
加
し
て
い
な
い
大
学
の
在
籍

学
生
数
を
除
い
た
母
集
団
に
対
す
る
比
率
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
同
年
代
人
口
に
お
け
る
死
亡
順
位
別
死
亡
率

(表
9
)

と
比
較
す
る
と
、
本
実
態
調
査
で
は
事
故
死
亡
率
が
特
に
低
く
、
自

殺
死
亡
率
も
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

自
殺
例

(疑

い
を
含
む
)
に
つ
い
て
、
そ
の
性
別

・
年
齢
分
布
と

人
口
動
態
統
計

(デ
ー
タ
は
表
9
と
同
じ
く
平
成

一
四
年
デ
ー
タ
)

に
お
け
る
同
年
代

の
自
殺
率
を
次
に
示
す

(表
10
)。
な
お
本
死
亡

実
態
調
査
で
は
年
代
別
に
自
殺
率
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
自
殺
率
に
つ
い
て
は
男
女
別
、
合
計
の

み
を
示
す
。

死
亡
学
生
に
対
す
る
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

の
関
与
例
四
例
の
う
ち
、
三
例
は
自
殺
例
で

あ

っ
た
。
そ
の
三
例
の
I
C
D
‐

10
診
断
は
、

F
2

(統
合
失
調
症
圏
)
、
F
3

(感
情
障

害
圏
)
、
F
4

(神
経
症
性
障
害
)
が
各

一

例
ず
つ
と
な

っ
て
い
る
。

表4平 成14年 度休退学実態調査の規模

と基本数
資料提供大学数:67大学

"博士課程"は 四年制博士課程を含む

図6休 学 ・退学一具体例の内訳(課
程別)

表5休 退学 ・具体例の下位分類の内訳
休学{全 体}

退学(全 体)

各カテゴリーの下位分類のうち、多いものから

3つ をその内訳比率とともに示した。

表6

メンタルヘルスの問題が理由の休退学

比率はそれぞれ、全休学調査数、全退学調査数に対

する割合

保健管理センターの関与事例

比率はそれぞれの全調査数に対する保健管理センタ
ー関与事例数の割合

表7平 成14年 度死亡実態調査の規

模 と基本数
資料提供大学数:23

表8死 亡原因の内訳

死亡率は学生10万比

五

考
察

本
調
査
は
今
回
が
立
ち
上
げ
の
初
年
度
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
立
大
学
大
学
院
の
約
九
割

に
参
加
を
頂
く
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
文
部
科
学
省
の
理
解

・
協
力
、
大
学
院
充
実

化
が
各
大
学
に
と

っ
て
大
き
な
課
題
と
な

っ
て

い
る
昨
今

の
状
況
、

ま
た
長
年
実
施
さ
れ
て
き
た
学
部
学
生
に
対
す
る
実
態
調
査
に
よ

り
、
こ
う
し
た
調
査

の
必
要
性

へ
の
理
解
が
得

や
す
く
な

っ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【学
生
数
調
査
】

今
回
は
単
年
度
の
デ
ー
タ
の
み
の
提
示
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
学

部
学
生

の
休
退
学
調
査
と
は
異
な
る
特
徴
が
い
く

つ
か
認
め
ら
れ

る
。休
学
率
、
退
学
率
、
留
年
率
は
い
ず
れ
も
学
部
学
生
の
場
合
に
比

べ
、
大
学
院
学
生
で
は
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
今
回
の
調
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査
で
は
、
大
学
院
学
生
全
体
で
み
た
場
合
、
休
学
率
、
退
学
率
、
留

年
率
い
ず
れ
に
お
い
て
も
学
部
学
生
調
査
の
結
果
と
は
反
対
に
、
女
子

学
生
の
ほ
う
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

(課
程
別

で
み
る
と
、
四
年
制
博
士
の
退
学
、
留
年
率
は
男
子
学
生
の
ほ
う
が

上
回
る
)。
な
か
で
も
休
学
率
に
お
い
て
性
差
が
大
き
く
認
め
ら
れ
た
。

対
象
年
度
は
異
な
る
も
の
の
、
学
部
学
生
調
査

(
2)
(デ
ー
タ
は
平

成

一
三
年
度
)
の
数
字
と
本
調
査
の
結
果
を
比
較
し
た
も
の
が
次
の

表
11
で
あ
る
。

研
究
科
別
に
み
た
女
子
の
在
籍
学
生
数
比
率
、
男
女
の
休
学
率

・

退
学
率

・
留
年
率
を
示
し
た
の
が
表
12
で
あ
る
。
各
比
率
に
お
け
る

性
差
の
有
無
を
x
2
乗
検
定

(有
意
水
準
〇

・
〇
五
)
に
よ
り
調
べ
た
。

こ
れ
を
み
る
と
、
性
差
が
有
意
に
認
め
ら
れ
た
な
か
で
も
、
人
文

の
休
学
率
、
工
学
の
休
学
率
と
退
学
率
、
芸
術
の
休
学
率
と
留
年
率
、

"
そ
の
他
"

の
休
学
率
と
留
年
率
に
お
い
て
女
子

が
男
子
を
大
き
く

上
回

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
人
文
と
芸
術
、
"そ
の

他
"
の
在
籍
学
生
数
に
お
け
る
女
子
学
生
の
比
率

は
家
政
を
除
い
た

全
研
究
科
の
中
で
教
育
に
次

い
で
二
位
、
三
位
を
占
め
て
い
る
。

一

方
、
工
学
の
在
籍
女
子
学
生
比
率
九

・
七
%
は
全
研
究
科
の
中
で
も

っ
と
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

工
学
に
お
け
る
女
子
学
生
の
休

・
退
学
率
が
男
子
学
生
に
比
べ
て

有
意
に
高
い
こ
と
、
工
学
の
在
籍
女
子
学
生
比
率
が
全
研
究
科
の
な

か
で
も

っ
と
も
低

い
こ
と
を
併
せ
る
と
、
工
学
分
野
に
お
け
る
女
子

学
生
を
取
り
巻
く
環
境
要
因
が
、
そ
の
休
退
学
率

の
高
さ
に
何
ら
か

の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
ず
、
こ
れ
は
筆
者
た

ち
の
所
属
大
学
で
の
相
談
活
動
に
お
け
る
所
感
と
も

一
致
す
る
。

【休
退
学
実
態
調
査
】

休
退
学
理
由

の
実
態
調
査
に
お
い
て
、
教
育
路
線
外
の
理
由
で
は

就
職
、
次

い
で
修
業
年
限
満
了

(特
に
博
士
課
程
)
、
ま
た
環
境
要

因
に
よ
る
理
由
で
は
就
労
先
の
仕
事

の
都
合

(社
会
人
学
生
)
、
経

済
的
理
由
が
多
か

っ
た
。
こ
れ
は
学
部
学
生
と
大
学
院
学
生
と
で
異

な
る
就
学
年
齢
や
、
そ
の
年
代
を
取
り
巻
く
環
境
要
因
の
違
い
、
大

学
院
学
生
と
し
て
求
め
ら
れ
る
学
業
上
の
到
達
水
準
の
高
さ
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

経
済
的
理
由
に
よ
る
休
退
学
に
つ

い
て
み
る
と
、
全
休
退
学
者
数

の

七

・
九
%
が
こ
の
理
由
に
よ
る
も
の

で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
学
生
区
分
別
に

み
る
と
、
日
本
人
学
生
で
は
八

・

三
%
、
外
国
人
留
学
生
で
は
九

・

七
%
、
社
会
人
学
生
で
は
二

・
三
%

と
外
国
人
留
学
生
が
も

っ
と
も
高
く

な

っ
て
い
る
。
し
か
し
就
職
を
退
学

理
由
と
す
る
な
か
に
は
、
経
済
的
理

由
を
背
景
と
す
る
も
の
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
日
本
人
学
生

(社
会
人
を
含
む
)
の
全
退
学
者
の
う
ち
、
就
職
を

理
由
と
す
る
も
の
は
三
二

・
六
%

(九

一
六
名
)、
外
国
人
留
学
生
で

は
二

一
・
三
%

(七
〇
名
)
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
背
景
理
由
を
含

め
る
と
日
本
人
学
生
の
ほ
う
が
外
国
人
学
生
の
場
合
よ
り
も
経
済
的

理
由
に
よ
る
休
退
学
の
割
合
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

日
本

の
経
済
状
況
の
低
迷
が
続
く
な
か
、
経
済
的
支
援
は
学
生
支

援
の
大
き
な
柱
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
公
的
な
奨
学
金
制
度
の
活

用
に
加
え
、
大
学
独
自
の
学
生
へ
の
経
済
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

が
求
め
ら
れ
、
そ
の
際
ど
の
よ
う
な
学
生
へ
の
支
援
が
特
に
必
要
と
さ

れ
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
全
国
的
な
動
向
と
大

学
個
別
の
デ
ー
タ
の
比
較
は
こ
の
意
味
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

表9死 亡順位別死亡率(平 成14年 人口動態調査)

死亡率は学生10万比

厚生労働省大臣官房統計情報部

ただし調査期間は平成14年1～12月

表10自 殺例の年代分布

自殺率は人口10万比

表11学 部学生と大学院学生の比較

*デ ー タは平成13年 度 、参 考文献(2)よ り引用

六

さ

い
ご
に

本
稿
で
は
調
査
初
年
度
の
結
果

を
報
告
し
た
。
本
調
査
は
多
く

の

大
学

の
協
力
を
得
て
継
続
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
り
多

い

も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

最
後
に
本
調
査
に
ご
尽
力
頂

い

た
各
大
学
の
担
当
事
務
部
門
、
保

健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
改
め

て
深
謝
致
し
ま
す
。

表12研 究科別にみた休 ・退学、留年率における性差

*数 字はすべて%

*大 学 ・塗 りつぶしはx2乗検定(有 意水準0.05)に て性差が認め

られた数値(高 い方)
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